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一　

は
じ
め
に　

鎌
倉
末
期
に
編
纂
さ
れ
た
名
所
歌
集
『
歌
枕
名
寄
』
（
以
下
『
名
寄
』
と
略
称

す
る
）
に
は
、
千
首
を
超
え
る
萬
葉
歌
が
所
収
さ
れ
、
萬
葉
集
の
伝
来
史
・
訓
点

史
の
上
か
ら
価
値
あ
る
資
料
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
今
ま
で
幾
度
か
触
れ
て
き

た
。
『
名
寄
』
は
、
私
撰
集
中
最
も
多
く
の
漢
字
本
文
表
記
（
以
下
「
本
文
表
記
」

と
略
称
す
る
）
の
長
歌
を
所
収
す
る
。
『
名
寄
』
所
収
萬
葉
集
長
歌
一
〇
五
首
（
述

べ
一
三
八
首
）
の
う
ち
、『
名
寄
』
が
初
め
て
の
引
用
文
献
で
あ
る
（
渋
谷
虎
雄
『
古

文
献
所
収
万
葉
和
歌
索
引
』
に
拠
る
）
歌
が
十
四
首
あ
り
、
こ
の
う
ち
本
文
表
記

が
七
首
、
仮
名
表
記
（
平
仮
名
・
片
仮
名
）
が
六
首
、
本
文
表
記
と
仮
名
表
記
の

混
在
す
る
長
歌
が
（
以
下
「
混
在
表
記
」
と
略
称
す
る
）
一
首
で
あ
る
。
長
歌
は

短
歌
に
比
べ
て
勅
撰
集
を
は
じ
め
と
し
て
歌
集
・
歌
書
に
引
用
さ
れ
る
例
は
極
め

て
少
な
く
、
『
名
寄
』
編
纂
時
の
鎌
倉
時
代
に
至
っ
て
も
、
引
用
さ
れ
た
こ
と
の

な
い
長
歌
が
か
な
り
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
『
名
寄
』
が
地
名
に
着
目
し
て
部
分
的

に
せ
よ
長
歌
を
引
用
す
る
こ
と
が
な
け
れ
ば
、
長
歌
が
歌
集
・
歌
書
に
引
用
さ
れ

る
こ
と
は
更
に
少
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

長
歌
は
、
引
用
す
る
文
献
が
少
な
い
が
故
に
、
萬
葉
集
古
写
本
か
ら
直
接
引
用

し
た
可
能
性
が
高
く
、
本
文
表
記
の
長
歌
に
つ
い
て
考
察
し
た
結
果
、
紀
州
本
系

の
片
仮
名
訓
本
（
巻
十
ま
で
）
に
依
拠
し
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
な
お
異
同
や
独

自
訓
も
多
く
、
現
存
し
な
い
非
仙
覚
本
系
の
一
本
で
あ
ろ
う
と
い
う
結
論
を
得
た
⑴

。

本
稿
で
は
残
る
仮
名
表
記
の
長
歌
か
ら
、『
名
寄
』
所
収
萬
葉
歌
の
長
歌
の
特
質

に
つ
い
て
討
究
し
た
い
。
『
名
寄
』
原
撰
本
に
最
も
近
い
と
推
定
す
る
細
川
本
に

所
収
さ
れ
た
長
歌
で
、
仮
名
表
記
の
長
歌
、
混
在
表
記
の
長
歌
併
せ
て
六
十
八
首

（
述
べ
数
⑵

）
を
考
察
の
対
象
と
し
、
適
宜
『
名
寄
』
の
他
の
写
本
も
参
照
す
る
。

二　

集
付
・
作
者
名
表
記
に
つ
い
て

勅
撰
集
を
は
じ
め
と
す
る
歌
集
・
歌
書
に
引
用
さ
れ
る
こ
と
の
少
な
い
長
歌
は
、

萬
葉
集
古
写
本
に
拠
っ
た
可
能
性
が
高
い
と
、
本
文
表
記
に
お
い
て
考
察
し
た
が
、

仮
名
表
記
は
如
何
で
あ
ろ
う
か
。
『
名
寄
』
所
収
萬
葉
歌
の
集
付
は
①
「
万
（
万
葉
）
」

の
み
の
も
の
②
「
万
二
」
の
如
く
巻
数
を
付
す
も
の
③
「
万
続
古
」
「
万
四
新
勅
」

の
如
く
①
或
は
②
に
加
え
他
の
集
付
を
付
す
も
の
④
「
新
古
」
の
ご
と
く
萬
葉
集

以
外
の
集
付
の
み
の
も
の
⑤
全
く
集
付
の
な
い
も
の
な
ど
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
。
こ

の
う
ち
③
④
は
萬
葉
集
古
写
本
で
は
な
く
、
他
の
文
献
（
集
付
に
記
さ
れ
た
）
に

依
拠
し
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。

そ
こ
で
集
付
に
萬
葉
集
以
外
の
出
典
名
を
記
す
歌
を
取
り
上
げ
、
歌
句
を
比
校

し
て
み
た
。
仙
覚
校
訂
本
と
し
て
西
本
願
寺
本
（
西
・
西
）
を
用
い
る
。

　

三
・
3
1
8　

細
川
本　

二
十
・
二
八
一
一　

駿
河
国　

富
士
山

『
歌
枕
名
寄
』
所
収
萬
葉
集
仮
名
表
記
長
歌
に
つ
い
て

　
　
　
― 

非
仙
覚
本
と
仙
覚
本
の
間
を
つ
な
ぐ
も
の 

―

樋
口
　
百
合
子
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細
新
古　

�

田
子
の
う
ら
に
う
ち
い
て
ゝ
み
れ
は
白
妙
の
ふ
し
の
た
か
ね
に
雪

は
ふ
り
つ
　ゝ
　

赤
人　
　

（
傍
線
部
は
稿
者
が
私
に
付
す
。
以
下
同
）

　

西
⑶　

�

田タ

コ

ノ

ウ

ラ

ニ

兒
之
浦
従　

打ウ

チ

イ

テ

ヽ

ミ

レ

ハ

出
而
見
者　

真マ
シ
ロ
ニ
ソ

白
衣　

不フ

シ

ノ

タ

カ

ネ

ニ

盡
能
高
嶺
尓　

雪ユ

キ

ハ

フ

リ

ケ

ル

波
零
家
留

　

新
古
今　

�
た
ご
の
う
ら
に
う
ち
出
で
て
み
れ
ば
白
妙
の
富
士
の
た
か
ね
に
雪

は
ふ
り
つ
つ　

赤
人

三
・
3
1
8
歌
は
『
名
寄
』
で
は
集
付
に
「
新
古
」
と
あ
り
、『
新
古
今
集
』（
六
・

六
七
五
）
と
歌
句
も
一
致
す
る
の
で
、『
新
古
今
集
』
か
ら
の
引
用
で
あ
ろ
う
。
『
名

寄
』
で
は
当
該
歌
の
直
前
が
萬
葉
集
三
・
3
1
7
歌
で
あ
る
が
、
こ
ち
ら
に
は
集

付
は
記
さ
れ
な
い
。
『
新
古
今
集
』で
は
三
・
3
1
8
歌
の
み
の
入
集
で
あ
る
の
で
、

3
1
7
歌
は
他
の
文
献
か
ら
所
収
し
た
こ
と
に
な
る
。
『
名
寄
』
以
前
に

3
1
7

歌
を
所
収
し
た
文
献
は
『
古
今
和
歌
六
帖
』『
赤
人
集
（
松
平
本
）
』『
袖
中
抄
（
一

部
）
』
『
定
家
物
語
』
『
仙
覚
抄
』
『
釈
日
本
紀
』
が
あ
る
が
、
全
歌
句
を
所
収
し
た

ど
の
文
献
と
も
『
名
寄
』
は
大
き
く
乖
離
し
、
萬
葉
集
古
写
本
と
も
異
な
る
訓
を

多
く
持
つ
。
次
に
も
う
一
首
比
校
し
て
み
た
。

　

九
・
1
7
6
8　

細
川
本　

九
・
一
四
五
一　

大
和
国　

布
留
早
田

　

細
同
（
万
）�

新
古　

石
上
ふ
る
の
わ
さ
た
の
ほ
に
は
い
て
す
こ
ゝ
ろ
の
中
に

恋
や
わ
た
ら
む　

人
丸

　

西　

�　

抜
氣
大
首
任
筑
紫
時
娶
豊
前
国
娘
子
紐
兒
作
歌
三
首
（
う
ち
一
首
） 

石イ
ソ
ノ
カ
ミ

上　

振フ

ル

ノ

ワ

サ

タ

ノ

乃
早
田
乃　

穂ホ

ニ

ハ

イ

テ

ス

尓
波
不
出　

心
コ
ヽ
ロ
ノ
ウ
チ
ニ

中
尓　

戀コ
フ
ル
コ
ノ
コ
ロ

流
比
日

　

新
古
今　

�

い
そ
の
神
ふ
る
の
の
わ
さ
田
の
ほ
に
は
い
で
ず
心
の
う
ち
に
こ
ひ

や
わ
た
ら
む　

人
麿

九
・
1
7
6
8
歌
は
萬
葉
集
中
で
は
作
者
「
抜
氣
大
首
」
と
さ
れ
結
句

「
戀コ

フ
ル
コ
ノ
コ
ロ

流
比
日
」
と
あ
る
が
、『
新
古
今
集
』（
十
一
・
九
九
三
）
で
は
作
者
「
人
麿
」
結
句 

「
こ
ひ
や
わ
た
ら
む
」
と
『
名
寄
』
と
一
致
し
、『
名
寄
』
は
『
新
古
今
集
』
に
依
拠 

し
た
と
思
し
い
。
こ
の
よ
う
に
『
名
寄
』
所
収
の
萬
葉
歌
に
萬
葉
集
以
外
の
集
付

が
記
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
そ
の
文
献
に
依
拠
し
た
と
推
定
さ
れ
る
が
、
実
は
こ

の
よ
う
な
例
は
全
て
短
歌
で
あ
り
、
長
歌
に
は
な
い
の
で
あ
る
。
右
に
挙
げ
た
例

は
い
づ
れ
も
『
新
古
今
集
』
で
あ
る
が
、
他
に
も
「
新
勅
・
続
古
」
な
ど
勅
撰
集

名
を
集
付
に
記
す
例
は
短
歌
に
は
多
く
あ
る
。
全
勅
撰
集
中
に
所
収
さ
れ
た
万
葉

歌
は
六
二
七
首
（
後
拾
遺
〜
千
載
、
続
拾
遺
、
新
後
撰
の
六
勅
撰
を
除
く
全
て
に

万
葉
歌
は
所
収
さ
れ
る
）
、
そ
の
う
ち
長
歌
は
七
首
の
み
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
い
ず

れ
も
、
「
な
が
う
た
」
の
例
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
拾
遺
集
が
一
首
と
残
り 

五
首
は
、
続
千
載
集
三
首
、
新
千
載
集
一
首
、
新
拾
遺
集
二
首
で
、
拾
遺
集
に
一
首 

採
ら
れ
て
以
来
、
続
千
載
集
に
至
る
ま
で
勅
撰
集
に
採
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

勅
撰
集
所
収
長
歌
は
全
て
全
歌
句
所
収
さ
れ
る
。
仮
名
表
記
長
歌
で
全
歌
句
所
収

す
る
歌
は
二
首
（
3
1
7

・

3
1
9
）
の
み
で
む
し
ろ
稀
で
あ
り
、
地
名
の
前
後

を
抜
き
出
し
た
り
、
抜
き
出
し
た
歌
句
を
繋
い
だ
り
な
ど
の
現
象
が
見
ら
れ
る
。

こ
れ
は
歌
を
鑑
賞
し
た
り
、
作
歌
の
参
考
に
す
る
の
で
は
な
く
、
地
名
の
情
報
を

得
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
歌
体
の
規
範
と
し
て
長
歌
を
採

取
し
た
勅
撰
集
と
、
地
名
の
情
報
を
得
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
『
名
寄
』
と
で
は
、

姿
勢
が
大
き
く
異
な
り
、
所
収
萬
葉
歌
に
も
影
響
を
及
ぼ
し
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

『
名
寄
』
以
前
に
長
歌
を
所
収
す
る
勅
撰
集
は
『
拾
遺
集
』
の
み
で
あ
り
、
一
・

3
6
歌
を
所
収
す
る
が
、
こ
の
歌
は
『
名
寄
』
に
も
所
収
さ
れ
る
。
拾
遺
集
は
仮

名
表
記
で
あ
る
が
、『
名
寄
』
は
本
文
表
記
に
傍
訓
の
付
さ
れ
て
い
て
、『
拾
遺
集
』

に
依
拠
し
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。

勅
撰
集
所
収
萬
葉
集
長
歌
の
作
者
名
に
つ
い
て
み
る
と
、
七
首
の
う
ち
明
記
す

る
の
は
人
麻
呂
一
首
、
赤
人
二
首
で
残
り
四
首
は
読
人
不
知
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が

こ
れ
は
萬
葉
集
を
見
る
と
「
鴨
君
足
人
・
笠
朝
臣
金
村
・
境
部
宿
祢
老
麻
呂
・
久

米
朝
臣
廣
繩
」
と
作
者
名
が
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
も
拘
わ
ら
ず
、
勅
撰
集
は
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読
人
不
知
と
す
る
。

『
名
寄
』が
長
歌
を
所
収
す
る
に
あ
た
っ
て
勅
撰
集
に
依
拠
す
る
こ
と
は
な
か
っ

た
。
勅
撰
集
以
外
の
歌
集
・
歌
書
に
も
依
拠
し
た
可
能
性
は
極
め
て
低
い
。
表
Ⅰ

に
は
仮
名
表
記
長
歌
全
て
の
集
付
と
作
者
名
表
記
を
調
べ
た
結
果
を
示
し
た
。
本

文
表
記
は
六
十
四
首
（
述
べ
数
）
の
う
ち
「
万
」
と
い
う
集
付
が
記
さ
れ
て
い
る

も
の
が
十
八
、
そ
の
う
ち
十
一
に
は
巻
数
も
記
さ
れ
て
い
る
。
一
方
仮
名
表
記
は

六
十
八
首
の
う
ち
集
付
が
記
さ
れ
て
い
る
も
の
が
三
十
二
、
そ
の
う
ち
二
十
二
に

巻
数
が
記
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
を
み
る
と
集
付
は
仮
名
表
記
に
記
さ
れ
て
い
る
割

合
が
高
い
。
巻
数
は
本
文
表
記
の
誤
り
は
四
、
仮
名
表
記
の
そ
れ
は
二
で
、
こ
れ

も
仮
名
表
記
が
正
し
く
記
す
割
合
が
高
い
。
ま
た
本
文
表
記
・
仮
名
表
記
と
も
萬

葉
集
以
外
の
集
付
が
記
さ
れ
て
い
る
例
は
一
例
も
な
い
。
つ
ま
り
仮
名
表
記
も
萬

葉
集
以
外
の
歌
集
・
歌
書
よ
り
採
取
さ
れ
た
可
能
性
は
、
長
歌
に
関
す
る
限
り
殆

ど
な
い
と
言
っ
て
よ
い
よ
う
で
あ
る
。

さ
ら
に
作
者
名
表
記
を
み
る
と
興
味
深
い
こ
と
が
わ
か
る
。
作
者
名
表
記
は
本

文
表
記
・
仮
名
表
記
と
も
集
付
よ
り
記
さ
れ
る
割
合
は
遥
か
に
少
な
い
。
本
文
表

記
六
十
四
首
中
、
作
者
名
が
萬
葉
集
中
に
明
記
さ
れ
て
い
る
も
の
が
五
十
三
⑷

、

そ
の
う
ち
『
名
寄
』
に
明
記
さ
れ
て
い
る
も
の
は
六
、
一
方
仮
名
表
記
六
十
八
首

中
、
萬
葉
集
中
に
作
者
名
が
明
記
さ
れ
て
い
る
も
の
が
六
十
、
そ
の
う
ち
『
名
寄
』

に
作
者
名
が
記
さ
れ
て
い
る
も
の
が
十
四
⑸

で
、
仮
名
表
記
が
や
や
詳
し
い
と
言

え
よ
う
。
そ
の
記
さ
れ
た
作
者
名
を
見
る
と
本
文
表
記
は
、
人
丸
（
3
6
、1
9
9

＝
万
葉
集
歌
番
号
以
下
同
）、
藤
原
役
民
（
5
0
）、
石
額
王
（
額
田
王
の
誤
り
、

1
5
5
）、
大
后
（
1
5
9
）、
家
持
（
4
0
9
4
）、
仮
名
表
記
は
軍
主
（
軍
王
の
誤
り
、

5
）、
人
麻
呂
（
1
3
5
）、
家
持
（
4
7
5
．
3
9
9
1　

4
0
1
1
、4
1
1
6
、

4
1
8
5
）、
赤
人
（
9
1
7
②　

9
4
2
、9
4
6
②
、
②
は
重
複
数
）、
大
伴
池
主

（
3
9
9
3
②
、
一
例
は
黒
主
と
誤
っ
て
記
す
）
で
あ
り
、
人
麻
呂
、
赤
人
、
家
持
の
占

表Ⅰ　集付・作者名有無表

本文 集付 万のみ 巻数有 作者 備考 かな 集付 万のみ 巻数有 作者 備考 混在

1 10 1 1 0 2 1 3 3 1 2 1 1 0

2 13 4 1 2 2 2 3 2 0 2 0 1

3 4 1 1 0 0 7 4 1 3 1 2

4 1 0 0 0 0 1 1 1 0 0 0

5 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

6 9 5 1 4 0 13 4 1 3 5 2 1

7 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

8 0 0 0 0 0 1 1 0 1 0 0

9 5 2 1 1 0 7 3 0 3 0 1

10 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

11 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

12 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

13 11 3 1 2 0 5 3 0 3 0 0

14 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

15 1 0 0 1 0 2 1 0 1 0 0

16 3 0 0 0 0 2 1 1 0 0 0

17 5 1 1 0 0 15 5 5 0 4 3 0

18 1 1 0 1 1 4 3 3 0 3 1 5 0

19 0 0 0 0 0 5 0 0 0 1 6 1

20 0 0 0 0 0 1 1 0 1 0 0

64 18 7 11 5 68 32 10 22 13 6

※ 1　数はすべて述べ数
※ 2　混在表記は集付はなし、作者名は人丸 2　赤人 1　虫麻呂 1　田邊福麻呂 1　家持 1

備考 1　作者名左注にあり 備考 4　家持
備考 2　作者名は２例共赤人 備考 5　家持
備考 3　家持 2　大伴黒主 1　大伴池主 1 備考 6　家持
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め
る
割
合
が
高
い
。『
名
寄
』
の
関
心
は
専
ら
地
名
に
あ
り
、
作
者
に
は
さ
ほ
ど
興
味
が

な
い
よ
う
で
あ
る
。
中
古
・
中
世
の
著
名
な
万
葉
歌
人
は
、
平
安
時
代
に
私
家
集
も

編
纂
さ
れ
て
い
る
人
麻
呂
、
赤
人
、
家
持
で
あ
り
、『
名
寄
』
の
編
者
の
関
心
も
著
名

な
歌
人
の
み
向
け
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
勅
撰
集
と
共
通
す
る
意
識
で
あ
る
。

集
付
、
作
者
名
表
記
か
ら
は
、
仮
名
表
記
が
萬
葉
集
以
外
の
歌
集
・
歌
書
か
ら

引
用
さ
れ
た
と
思
し
き
痕
跡
は
見
当
た
ら
な
か
っ
た
。
仮
名
表
記
も
本
文
表
記
と

同
様
萬
葉
集
古
写
本
の
一
本
よ
り
採
取
さ
れ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

三　

編
纂
意
識

一
・
5　

細
川
本　

三
十
四
・
五
二
九
七　

讃
岐
国　

網
浦

　

細
万
一　

網�

の
浦
の
あ
ま
お
と
め
ら
が
や
く
し
ほ
の 

右
幸
讃
岐
國
安
益
郡
時
軍
主
見
山
作
哥

一
・
5

は
題
詞
に
「
幸
讃
岐
國
安
益
郡
之
時
軍
王
見
山
作
歌
」
と
あ
る
が
、『
名

寄
』
で
は
そ
れ
に
「
右
」
を
付
し
左
注
に
移
動
し
て
い
る
（
軍
王
を
軍
主
と
す
る

誤
り
が
あ
る
が
）
。
こ
の
よ
う
な
例
は
他
に
も
あ
る
。

二
・
2
2
0

・

2
2
1

　
　
　

細
川
本
三
十
四
・
五
二
八
七
・
五
二
八
八　

讃
岐
国　

狭
峯
嶋　

佐
美
山

　

細　

�

玉
も
か
る
さ
ぬ
き
の
国
は
お
ち
こ
ち
の
嶋
は
お
ほ
け
れ
と
な
く
は
し
き

さ
み
ね
の
し
ま
の
跡
そ
も
に

　
　
　
　

反
哥

　
　
　

�

妻
も
あ
は
と
り
て
た
き
ま
し
さ
み
山
の
の
か
み
の
う
わ
き
す
き
に
は
ら

す
や　

人
丸

　
　
　
　

右
讃
岐
國
狭
峯
嶋
視
石
屋
中
死
人
作
哥

　

西　
�
2
2
0
の
題
詞
（
歌
は
省
略
）

　
　
　

讃
岐
狭
岑
嶋
視
石
中
死
人
柿
本
朝
臣
人
麿
作
歌
一
首
并
短
歌

2
2
0
の
題
詞
に
「
右
」
を
付
し
、
作
者
名
は

2
2
1

の
下
に
記
し
た
の
で

省
略
し
、
「
右
讃
岐
國
狭
峯
嶋
視
石
屋
中
死
人
作
哥
」
と
編
集
し
て
左
注
と
す
る
。

歌
は
長
歌
の
初
め
二
句
を
引
用
し
た
後
、
二
十
三
句
を
省
略
し
、
「
狭
峯
嶋
」
を

含
む
五
句
を
引
用
し
、
残
り
の
十
六
句
は
引
用
し
な
い
。
反
歌
も
「
反
歌
二
首
」

と
あ
る
が
一
首
の
み
引
用
し
て
い
る
の
で
、
「
反
哥
」
と
書
き
改
め
る
⑹

。
こ
れ

を
み
る
と
『
名
寄
』
の
編
者
は
萬
葉
歌
を
採
取
す
る
に
際
し
、
そ
の
ま
ま
書
写
す

る
の
で
は
な
く
、
内
容
を
理
解
し
、
地
名
に
関
わ
る
歌
句
を
選
択
し
、
題
詞
を
編

集
し
て
引
用
し
て
い
る
。

巻
十
九
・
4
1
8
5
（
細
川
本
二
十
九
・
四
三
二
一　

越
中
国　

茂
山
）
は
、

作
者
名
「
家
持
」
と
記
す
が
、
萬
葉
集
巻
十
九
は
巻
末
に
「
但
巻
中
不
偁
作
者
名

字
徒
録
年
月
所
処
縁
起
者
皆
大
伴
宿
祢
家
持
裁
作
歌
詞
也
」
と
し
、
「
こ
の
巻
の

中
で
作
者
名
を
記
さ
ず
、
た
だ
年
月
・
場
所
・
事
情
だ
け
を
記
し
て
あ
る
の
は
、

全
て
大
伴
家
持
の
作
っ
た
歌
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
巻
末
の
こ
の
一
文
を
詠

ん
で
い
な
け
れ
ば
作
者
名
を
「
家
持
」
と
記
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
な
お
こ
の
歌

は
『
名
寄
』
以
前
に
は
『
八
雲
御
抄
第
五
名
所
部
』
「
山
」
の
項
に
「
し

繁

げ　

谷

に
有
二

山
吹
一　

家
持
在
二

越
中
一

時
歌
也
」
と
記
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
、
他
の
歌
集
・

歌
書
に
引
用
さ
れ
て
い
る
形
跡
は
み
え
な
い
の
で
、
『
名
寄
』
の
編
者
が
、
直
接

萬
葉
集
古
写
本
か
ら

4
1
8
5

歌
の
地
名
の
み
着
目
し
引
用
し
た
の
で
は
な
く
、

全
巻
を
よ
く
読
み
理
解
し
て
上
で
引
用
し
た
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
か

ら
も
、『
名
寄
』が
萬
葉
集
古
写
本
を
直
接
見
た
と
考
え
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。

四　

仙
覚
校
訂
本
と
の
関
係

本
文
表
記
の
考
察
で
は
非
仙
覚
本
系
で
あ
る
と
い
う
結
論
を
得
た
が
、
仮
名
表
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記
は
如
何
で
あ
ろ
う
か
。

　

十
三
・
3
2
3
4　

細
川
本
十
八
・
二
六
三
九　

伊
勢
国
下　

五
十
湍
原　

　

細　

山
の
辺
の
い
そ
せ
の
原
に
う
ち
日
さ
す
お
ほ
み
や
つ
か
へ

　

西　

�（
二
十
一
句
省
略
）　

山ヤ
マ
ノ
ヘ
ノ

辺
乃　

五イ

ソ

シ

ノ

ハ

ラ

ニ

十
師
乃
原
尓　

内ウ
チ
ヒ
サ
ス

日
刺　

大オ

ホ

ミ

ヤ

ツ

カ

ヘ

宮
都
可
倍

（
十
三
句
省
略
）

傍
線
部
は
『
名
寄
』
写
本
間
に
異
同
は
な
く
、
「
い
そ
せ
の
原
」
で
一
致
す
る
。

地
名
は
目
録
・
本
文
共
に
「
五
十
湍
原
」
と
あ
る
。
西
本
願
寺
本
以
下
仙
覚
本
系

で
は
「
五イ

ソ

シ

ノ

ハ

ラ

十
師
乃
原
」
で
一
致
す
る
。
と
こ
ろ
が
、
廣
瀬
本
で
は
当
該
歌
に
訓
は

な
い
が
、
本
文
は
「
五
十
端師

イ

乃
原
」
と
あ
る
。
「
端
」
は
「
湍
」
の
誤
り
と
思
わ
れ
、

そ
れ
を
本
文
に
「
師
」
を
異
本
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
廣
瀬
本
の
親
本
は
「
五
十

湍
原
」
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
仙
覚
本
系
が
主
流
と
な
り
、
非
仙
覚
本
の
多
く

が
消
え
て
行
っ
た
中
で
、
僅
か
に
廣
瀬
本
と
『
名
寄
』
に
「
五
十
湍
原
」
と
い
う

本
文
が
、
『
名
寄
』
に
「
い
そ
せ
の
は
ら
」
と
い
う
訓
が
残
っ
た
の
で
あ
る
。
刊

本
も
目
録
で
は
「
五
十
師
原
」
で
あ
る
が
、
本
文
で
は
地
名
「
五
十
師湍

イ

原
」
、
歌

本
文
は
「
五イ

ソ

シ

十
師
の
原
」
と
あ
る
。
こ
れ
を
み
る
と
刊
本
の
版
下
原
稿
を
作
成
す

る
と
き
ま
で
は
「
湍
」と
記
さ
れ
て
い
た
が
、
寛
永
版
本
を
参
考
と
し
て
修
正
し
た
。

版
下
作
者
の
伊
藤
南
可
が
い
く
つ
か
の
『
名
寄
』
を
見
て
、
異
同
な
く
「
湍
」
と

あ
る
の
で
、
イ
本
注
記
と
し
て
残
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
廣
瀬
本
ま
で
は
確
か
に
存

在
し
た
「
湍
」
が
僅
か
に
名
寄
の
み
に
残
っ
た
の
で
あ
る
。
「
師
」
が
「
湍
」
と

誤
ら
れ
た
の
か
、
そ
の
逆
な
の
か
は
分
か
ら
な
い
（
崩
し
字
の
見
誤
り
と
判
断
で

き
る
ほ
ど
類
似
し
て
い
な
い
と
思
わ
れ
る
）
。

反
歌
の
3
2
3
5
番
歌
に
は
「
五
十
師
乃
御
井
」
が
詠
ま
れ
て
い
る
が
、
廣
瀬

本
に
は
こ
ち
ら
は
イ
本
注
記
は
な
い
。
『
名
寄
』
に
も
反
歌
が
所
収
さ
れ
「
い
そ

せ
の
み
井
」
と
あ
る
（
『
名
寄
』
写
本
異
同
な
し
）
。

「
い
そ
し
（
せ
）
の
原
」
「
い
そ
し
（
せ
）
の
御
井
」
を
を
詠
ん
だ
歌
は
『
新
編

国
歌
大
観
』
に
拠
る
と
萬
葉
歌
・
重
出
歌
を
除
く
と
九
首
あ
り
、
全
て
「
い
そ
し
」

で
あ
る
。
猶
、
当
該
歌
は
仙
覚
の
新
点
歌
で
あ
る
が
、
『
古
今
和
歌
六
帖
』
で
は

末
尾
五
句
を
短
歌
と
し
て
引
用
し
、『
類
聚
古
集
』
に
も
僅
か
に
訓
が
あ
り
⑺

、『
名

寄
』
引
用
箇
所
と
は
一
致
し
な
い
が
、
当
該
歌
を
詠
む
努
力
は
平
安
期
か
ら
行
わ

れ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

3
2
3
4
歌
の
例
か
ら
も
本
文
表
記
と
同
じ
く
、
仮
名
表
記
も
非
仙
覚
本
系
に

依
拠
し
た
と
思
わ
れ
る
が
、
次
に
『
名
寄
』
仮
名
表
記
中
の
全
て
の
新
点
歌
に
つ

い
て
検
討
す
る
。

（
1
）　

新
点
歌
と
の
関
係

仙
覚
が
始
め
て
訓
を
付
し
た
歌
は
長
歌
・
短
歌
・
旋
頭
歌
合
わ
せ
て
一
五
二
首

と
、
仙
覚
自
ら
が
明
ら
か
に
し
て
い
る
が
（
『
仙
覚
律
師
奏
覧
状
』
⑻

）
、
ど
の
歌

が
新
点
歌
か
は
明
ら
か
で
は
な
か
っ
た
。
橋
本
進
吉
氏
に
よ
っ
て
新
点
歌
が
明
ら

か
と
な
っ
た
が
、
そ
の
後
武
田
祐
吉
氏
や
上
田
英
夫
氏
の
調
査
に
よ
っ
て
、
こ
の

新
点
歌
の
数
は
減
じ
る
こ
と
と
な
る
。
上
田
氏
は
武
田
氏
の
調
査
に
加
え
、
つ
ご

う
九
十
六
首
を
除
き
、
五
十
六
首
が
仙
覚
以
前
に
全
く
付
訓
さ
れ
て
い
な
い
歌
、

「
純
粋
の
新
点
歌
」
と
し
た
。
『
名
寄
』
所
収
新
点
歌
中
に
こ
の
「
純
粋
の
新
点
歌
」

が
あ
り
、
そ
れ
が
仙
覚
新
点
と
異
な
っ
て
い
れ
ば
、
『
名
寄
』
の
成
立
年
代
を
考

え
る
と
、
仙
覚
以
前
に
付
訓
さ
れ
た
可
能
性
も
あ
り
、
上
田
氏
が
「
純
粋
の
新
点

歌
」
と
さ
れ
た
五
十
六
首
が
さ
ら
に
減
じ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
仙
覚
披
見

の
萬
葉
集
古
写
本
に
は
確
か
に
訓
は
な
か
っ
た
が
、
仙
覚
が
見
た
以
外
に
多
く
の

写
本
が
都
に
は
存
在
し
た
で
あ
ろ
う
し
、
仙
覚
以
後
も
無
訓
歌
の
ま
ま
で
放
置
す

る
こ
と
な
く
、
付
訓
の
努
力
は
な
さ
れ
、
仙
覚
校
訂
本
が
都
で
流
布
す
る
ま
で
次

第
に
無
訓
歌
の
数
は
少
な
く
な
っ
て
い
っ
た
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
は
な
か
ろ
う

か
。
仙
覚
以
前
以
後
何
れ
に
せ
よ
、
仙
覚
と
無
関
係
に
付
訓
さ
れ
た
新
点
歌
が
存



－ 15 － － 14 －

在
し
た
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。

仮
名
表
記
の
長
歌
六
十
八
首
の
中
に
新
点
歌
は
二
十
首
あ
る
。
『
名
寄
』
と
仙

覚
新
点
と
を
比
較
し
た
の
が
表
Ⅱ
で
あ
る
。
全
て
に
つ
い
て
詳
細
に
述
べ
る
こ
と

が
で
き
な
い
の
で
、
い
く
つ
か
を
挙
げ
、
『
名
寄
』
の
新
点
歌
に
つ
い
て
考
え
て

み
た
い
。

六
・
9
6
3　

細
川
本　

三
十
五
・
五
三
七
四　

筑
前
国　

名
児
山

　

細　

�

な
に
の
み
は
な
こ
山
と
お
も
ひ
て
わ
れ
こ
そ
は
ち
へ
の
一
ゑ
も
な
く
さ

ま
な
く
に

　

西　

名ナ
ニ
ノ
ミ
ヲ

耳
乎　

名ナ

コ

ヤ

マ

ト

オ

ヒ

テ

兒
山
跡
負
而　

吾ワ
カ
コ
ヒ
ノ

戀
之　

千チ

ヘ

ノ

ヒ

ト

ヘ

モ

重
之
一
重
裳　

奈ナ

ク

サ

メ

ナ

ク

ニ

具
作
米
七
國

当
該
歌
は
『
名
寄
』
以
前
に
所
収
す
る
歌
集
・
歌
書
は
な
い
。
西
本
願
寺
本
と

比
校
す
る
と
第
一
・
二
・
三
・
五
句
に
異
同
が
あ
る
。
こ
の
歌
は
長
歌
で
あ
り
初

句
か
ら
四
句
を
削
除
し
、
短
歌
の
如
く
改
作
し
て
所
収
す
る
。
こ
の
よ
う
に
長
歌

を
短
歌
と
改
作
す
る
の
は
古
く
は
『
古
今
和
歌
六
帖
』
に
あ
り
⑼

、
珍
し
く
は
な
い
。

そ
れ
は
さ
て
お
き
、
異
同
歌
句
を
見
る
と
「
な
に
の
み
は
」
「
お
も
ひ
て
」
「
わ
れ

こ
そ
は
」
は
訓
の
異
同
に
繋
が
る
萬
葉
集
古
写
本
間
の
本
文
の
異
同
は
な
い
。
と

こ
ろ
が
「
な
く
さ
ま
な
く
は
」
の
本
文
を
見
る
と
、
西
温
矢
京
「
奈ナ

ク

サ

メ

ナ

ク

ニ

具
作
米
七
國
」
、

元
紀
「
奈ナ

ク

サ

メ

ナ

ク

ニ

具
佐
米
七
國
」
（
元
訓
な
し
）
、
細
廣
「
奈ナ

ク

サ

マ

ナ

ク

ニ

具
佐
末
七
國
」
、
寛
無
附

「
奈ナ

ク

サ

メ

ナ

ク

ニ

具
佐
末
七
國
」
（
無
訓
な
し
）
と
あ
り
、
『
名
寄
』
と
一
致
す
る
の
は
細
井
本
・

廣
瀬
本
で
あ
る
。
細
井
本
・
廣
瀬
本
の
巻
六
に
お
け
る
類
似
は
既
に
『
校
本
萬
葉

集
十
八
』
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
『
名
寄
』
が
そ
れ
と
一
致
す
る
の
で
あ
る
。

但
し
第
一
・
二
・
三
句
は
一
致
し
な
い
の
で
、
『
名
寄
』
が
細
井
本
・
廣
瀬
本
の

い
ず
れ
か
を
見
た
と
は
い
え
な
い
が
、
こ
れ
ら
と
系
統
を
同
じ
く
す
る
一
古
写
本

に
依
拠
し
た
と
思
わ
れ
る
。
当
該
歌
は
新
点
歌
と
さ
れ
て
い
る
が
、
廣
瀬
本
に
全

句
の
訓
が
あ
り
、
『
類
聚
古
集
』
に
僅
か
に
訓
が
あ
る
。
廣
瀬
本
は
こ
の
前
後
は

片
仮
名
別
提
訓
で
あ
る
の
に
、
当
該
歌
は
片
仮
名
傍
訓
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、

も
と
は
訓
が
な
く
、
後
に
書
き
入
れ
ら
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
『
名
寄
』
の
訓
は
仙

覚
本
に
依
拠
し
な
い
も
の
で
あ
る
が
、
細
井
本
・
廣
瀬
本
と
も
乖
離
の
あ
る
訓
を

持
つ
一
本
に
拠
る
と
考
え
ら
れ
る
。

十
八
・
4
1
1
6　

細
川
本　

二
十
九
・
四
二
一
七　

越
中
国　

射
水
篇　

河

　
　
　
　
　
　
　
　

　

細　

�

い
み
つ
川
雪
かき

えへ
に
まみ

ちし
て
行
水
の
い
○

ま
し
に
の
み
た
つ
か
な
く
奈

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　

呉
江
の
す
け
の
ね
も
こ
ろ
に
思
む
す
ほ
しれ

　

（
見
せ
消
ち
、
右
傍
書
・
○
共
に
朱
）

　

西　

射イ
ミ
ツ
カ
ハ

水
河　

雪ユ
キ
キ
エ
ミ
チ
テ

消
溢
而　

逝ユ
ク
ミ
ツ
ノ

水
能　

伊イ

ヤ

マ

シ

ニ

ノ

ミ

夜
末
思
尓
乃
未　

多タ

ツ

カ

ナ

ク

豆
我
奈
久

　
　
　

奈ナ

コ

エ

ノ

ス

ケ

ノ

呉
江
能
須
気
能　

根ネ

モ

コ

ロ

ニ

毛
己
呂
尓　

於オ

モ

ヒ

ム

ス

ホ

レ

母
比
牟
須
保
礼

『
名
寄
』
は
第
二
句
と
第
八
句
に
異
同
が
あ
り
、
朱
で
見
せ
消
ち
を
し
、
右
に

修
正
を
記
入
す
る
⑽

。
第
八
句
は
片
仮
名
「
レ
」
と
「
シ
」
を
見
誤
っ
た
と
思
わ

れ
る
が
、
こ
れ
は
『
名
寄
』
が
片
仮
名
訓
本
に
依
拠
し
て
い
た
こ
と
を
推
量
さ
せ

る
も
の
で
あ
る
（
高
松
宮
本
思
ム
ス
ホ
ヽ
レ
、
宮
内
庁
本
こ
の
句
な
し
）
。
第
二

句
は
高
松
宮
本
「
雪
カ
エ
ニ
マ
シ
テ
」
で
、
細
川
本
と
一
致
、
宮
内
庁
本
「
雪
は

上
に
ま
し
て
」
も
細
川
本
と
類
似
す
る
。
第
二
句
は
萬
葉
集
古
写
本
は
元
暦
校
本

に
訓
は
な
く
、
他
は
全
て
「
ユ
キ
キ
エ
ミ
チ
テ
」
で
一
致
す
る
。
『
名
寄
』
以
前

に
当
該
歌
を
所
収
す
る
『
和
歌
初
学
抄
』
『
八
雲
御
抄
』
に
も
当
該
句
は
な
く
、

非
仙
覚
本
系
で
こ
の
句
を
所
収
す
る
歌
集
・
歌
書
は
な
い
⑾

。
ま
た
『
名
寄
』
以

後
当
該
歌
句
を
所
収
す
る
歌
集
・
歌
書
は
見
当
た
ら
な
い
。

全
四
十
五
句
中
訓
字
表
記
を
用
い
る
句
は
九
句
で
そ
の
う
ち
三
句
が
『
名
寄
』

所
収
歌
句
「
射
水
河　

雪
消
溢
而　

逝
水
能
」
、
残
り
六
句
は
「
年
内
・
五
月
・
夏
野
・

花
咲
・
今
日
・
鏡
」
を
含
む
。
こ
の
六
句
は
訓
む
こ
と
は
困
難
で
は
な
い
。
『
名

寄
』
引
用
歌
句
も
「
射
水
河
」
は
萬
葉
集
中
六
首
に
用
い
ら
れ
、
そ
の
う
ち
新
点

歌
の
長
歌
が
五
首
で
あ
る
。
一
字
一
音
表
記
が
「
伊
美
都
河
泊
・
伊
美
豆
河
泊
・

=
=

=
=

や=
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伊
美
豆
河
波
」
の
三
例
、
訓
字
表
記
「
射
水
河
」
が
当
該
歌
を
含
め
て
三
例
で
あ

る
。
短
歌
は
4
1
5
0
一
首
で
「
射
水
河
」
と
表
記
し
、
新
点
歌
で
は
な
く
、『
古

今
六
帖
』・『
五
代
集
歌
枕
』
な
ど
多
く
の
歌
集
・
歌
書
に
採
ら
れ
訓
ま
れ
て
い
た
。

『
名
寄
』
引
用
歌
句
三
句
の
う
ち
「
雪
消
溢
而
」
以
外
は
訓
む
こ
と
は
困
難
で
は

な
い
。
『
名
寄
』
の
こ
の
訓
は
他
に
見
な
い
が
、
仙
覚
本
に
依
拠
し
た
と
は
思
え

な
い
。
仙
覚
本
系
と
異
な
る
と
認
定
し
た
が
故
に
、
朱
で
修
正
し
た
。
修
正
は
仙

覚
本
に
拠
る
も
の
で
あ
る
。
（
『
名
寄
』
他
写
本
に
は
修
正
の
跡
は
見
ら
れ
ず
（
刊

本
は
「
雪
き
え
み
ち
て
」
と
す
る
）
原
撰
本
成
立
時
は
仙
覚
校
訂
本
に
依
拠
し
て

い
な
い
こ
と
を
表
す
も
の
で
あ
る
。
当
該
歌
は
上
田
氏
に
よ
っ
て
「
純
粋
の
新
点

歌
」
と
認
定
さ
れ
た
が
、
平
安
期
か
ら
当
該
歌
に
着
目
し
、
地
名
の
み
で
あ
っ
た

と
し
て
も
訓
も
う
と
い
う
努
力
は
な
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
を
嚆
矢
と
し

て
付
訓
歌
句
が
拡
が
っ
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

他
に
表
Ⅱ
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
『
名
寄
』
所
収
新
点
歌
二
十
首
は
、
西

本
願
寺
本
と
異
同
の
あ
る
歌
が
殆
ど
で
あ
る
が
、
そ
の
う
ち
新
点
歌
と
一
致
す
る

歌
が
一
首
あ
る
。

十
七
・
4
0
0
8　

純
粋
の
新
点
歌

細
川
本　

二
十
九
・
四
三
〇
一　

越
中
国　

礪
波
山

　

細　

�

見
わ
た
せ
は
卯
の
花
山
の
時
鳥
ね
の
み
し
な
か
ゆ
あ
さ
き
り
の
み
た

る
ゝ
心
こ
と
に
い
て
ゝ
い
は
ゝ
ゆ
ゝ
し
み
と
な
み
山
た
む
け
の
神
に
ぬ

さ
ま
つ
り

　

西　

�

見ミ

ワ

タ

セ

ハ

和
多
勢
婆　

宇ウ

ノ

ハ

ナ

ヤ

マ

ノ

能
婆
奈
夜
麻
乃　

保ホ

ト

ト

キ

ス

等
登
藝
須　

祢ネ

ノ

ミ

シ

ナ

カ

ユ

能
未
之
奈
可
由　

安ア

サ

キ

リ

ノ

佐
疑
理
能　

美ミ

タ

ル

ル

コ

コ

ロ

太
流
々
許
己
呂　

許コ

ト

ニ

イ

テ

テ

登
尓
伊
泥
弖　

伊イ

ハ

ヽ

ユ

ユ

婆
婆
由
遊　

思シ

ミ美　

刀ト

ナ

ミ

ヤ

マ

奈
美
夜
麻　

多タ

ム

ケ

ノ

カ

ミ

ニ

牟
気
能
可
味
尓　

奴ヌ

サ

マ

ツ

リ

佐
麻
都
里

4
0
0
8
は
西
本
願
寺
本
と
訓
の
み
を
比
校
す
る
と
全
く
異
同
は
な
い
。
『
名

寄
』
以
前
に
こ
の
歌
を
訓
ん
で
い
る
歌
集
・
歌
書
は
『
萬
葉
集
註
釈
』
の
み
で
あ

る
が
、『
名
寄
』
引
用
部
と
一
致
し
な
い
。
こ
の
歌
は
全
句
一
字
一
音
表
記
で
あ
り
、

訓
む
こ
と
は
さ
ほ
ど
困
難
で
は
な
い
。
猶
、
当
該
歌
は
本
文
表
記
と
し
て
も
所
収

さ
れ
る
が
、
こ
ち
ら
は
無
訓
で
あ
る
。
仮
名
表
記
で
所
収
し
て
い
る
と
い
う
こ
と

は
訓
め
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
何
ら
か
の
事
情
で
訓
を
記
さ
な
か
っ
た
と
考

え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
当
該
歌
を
所
収
し
て
い
る
こ
と
が
、
『
名
寄
』
が
編
纂
時

に
お
い
て
仙
覚
校
訂
本
に
依
拠
し
た
こ
と
の
証
左
に
は
な
り
え
な
い
。

二
十
・
4
3
7
2　

純
粋
の
新
点
歌　

細
川
本　

二
十
・
二
九
六
九　

相
模
国　

足
柄
御
坂

　

細　

�

あ
し
か
ら
の
御
坂
た
に
い
り
う
へ
く
み
す
あ
れ
は
く
へ
ゆ
く
あ
ら
れ
と

お
も
た
れ

　
　
　

（
高
く
へ
ゆ
く
―
イ
エ
ユ
ク　

他
写
本
異
同
な
し
）

　

西　

�

阿ア

シ

カ

ラ

ノ

志
加
良
能　

美ミ

サ

カ

タ

マ

ハ

リ

佐
可
多
麻
波
理　

可カ

ヘ

リ

ミ

ス

閇
理
美
須　

阿ア

レ

ハ

コ

エ

ユ

ク

例
波
久
江
由
久　

阿ア

ラ

シ

ヲ

モ

良
志
乎
母　

多タ

シ

ヤ

ハ

ハ

カ

ル

志
夜
波
婆
可
流

「
純
粋
の
新
点
歌
」
と
さ
れ
る
一
首
で
あ
る
が
、
一
字
一
音
表
記
で
訓
む
こ
と

が
困
難
で
は
な
い
。
防
人
歌
で
方
言
が
用
い
ら
れ
、
意
味
が
解
り
辛
い
こ
と
が
、

無
訓
で
あ
っ
た
理
由
で
あ
ろ
う
か
。
「
た
に
い
り
」
は
「
タ
マ
ハ
リ
」
の
「
マ
ハ
」

が
「
ニ
イ
―
に
い
」
と
見
誤
ら
れ
、
「
あ
ら
れ
・
お
も
た
れ
」
も
こ
れ
で
は
意
味

不
明
で
あ
る
が
、「
シ
」
を
「
レ
」
と
見
誤
っ
た
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
「
カ
ヘ
リ
」

が
「
ウ
ヘ
ク
」
に
な
っ
た
の
は
「
カ
」
と
「
リ
」
が
「
カ
→
ウ
→
う
」
、
「
リ
→
ク

→
く
」
と
崩
し
て
書
い
た
片
仮
名
を
誤
認
し
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
、
片
仮
名

傍
訓
本
に
依
拠
し
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
一
方
『
名
寄
』
の
漢
字
本

文
に
訓
が
付
さ
れ
て
い
た
と
す
る
と
、
「
タ
マ
ハ
リ
カ
ヘ
リ
ミ
ス
」
を
「
た
に
い

り
う
へ
く
み
す
」
と
誤
認
す
る
で
あ
ろ
う
か
。
当
該
歌
か
ら
『
名
寄
』
の
依
拠
し

た
萬
葉
集
古
写
本
は
一
部
片
仮
名
別
提
訓
で
あ
っ
た
可
能
性
も
う
か
が
え
る
。

細
川
本
の
朱
の
書
入
れ
は
東
歌
に
偏
在
し
て
い
た
⑿

。
そ
れ
は
片
仮
名
を
誤
認
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し
て
生
じ
た
訓
と
は
考
え
ら
れ
な
い
訓
も
多
く
、
意
味
の
解
り
辛
い
東
歌
を
理
解

し
よ
う
と
努
め
、
そ
の
よ
う
に
訓
ん
で
い
た
写
本
も
あ
っ
た
と
考
え
る
他
は
な
い
。

十
四
・
3
3
7
5　

細
川
本　

二
十
一
・
三
〇
三
八　

武
蔵
国　

武
蔵
野

　

細　

�

む
さ
し
野
ゝ
お
く
き
か
き
け
をし

た
ち
別
い
かに

にし

よ
ひ
よ
り
こせ

ろ
に
あ
は

　
　
　

な
ふ
ねよ

　
　

（�

高
・
宮
き
け
をし

ー
キ
ケ
ヲ
、
い
かに

にし

ー
イ
カ
ニ
、
高
こせ

ろ
に
ー
コ
ロ
ニ　

　
　

 

宮
こ
ろ
も　

高
・
宮
あ
は
な
ふ
ねよ

ー
ア
ハ
ナ
フ
ネ
）

　

西　

�

武ム

サ

シ

ノ

ノ

蔵
野
乃　

乎ヲ

ク

キ

カ

キ

ケ

シ

具
奇
我
吉
藝
志　

多タ

チ

ワ

カ

レ

知
和
可
礼　

伊イ

ニ

シ

ヨ

ヒ

ヨ

リ

尓
之
与
比
欲
利　

世セ

ロ

ニ

ア

ハ

ナ

フ

ヨ

呂
尓
安
波
奈
布
与

3
3
7
5
歌
（
短
歌
）
は
細
川
本
で
は
朱
で
修
正
（
見
せ
消
ち
と
修
正
は
朱
）

さ
れ
て
い
る
が
、
片
仮
名
の
誤
認
に
よ
り
生
じ
た
訓
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
高
松

宮
本
・
宮
内
庁
本
は
細
川
本
の
修
正
前
の
訓
と
一
致
し
、
『
名
寄
』
と
し
て
は
こ

の
訓
を
所
収
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
確
か
に
「
シ
」
と
「
レ
」
、
「
つ
」
と
「
ヘ
」

と
い
う
誤
認
し
易
い
例
も
あ
る
が
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。

東
歌
は
無
訓
で
も
一
字
一
音
な
ら
ば
訓
む
こ
と
は
困
難
で
は
な
い
歌
も
多
く
、

と
も
か
く
訓
む
こ
と
は
訓
ん
だ
、『
名
寄
』は
そ
う
い
う
訓
の
写
本
に
依
拠
し
つ
つ
、

意
味
が
通
じ
に
く
い
の
で
、
後
に
朱
を
以
て
修
正
し
た
の
で
あ
る
。

『
名
寄
』
所
収
新
点
歌
の
全
て
を
本
稿
に
挙
げ
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
特
徴

的
な
歌
を
あ
げ
、『
名
寄
』と
新
点
に
お
け
る
仙
覚
校
訂
本
と
の
関
係
を
み
て
き
た
。

二
十
首
の
う
ち
全
く
異
同
の
な
い
歌
は
4
0
0
8
の
一
首
の
み
で
あ
っ
た
。
こ
の

こ
と
を
も
っ
て
し
て
も
新
点
歌
に
関
す
る
限
り
『
名
寄
』
は
仙
覚
校
訂
本
に
依
拠

し
て
い
な
い
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

『
名
寄
』
仮
名
表
記
の
新
点
歌
の
う
ち
、
「
純
粋
の
新
点
歌
」
は
七
首
あ
っ
た
。

=

=
=

=

=

=

=
=

=

=

上
田
氏
の
「
純
粋
の
新
点
歌
」
五
十
六
首
の
減
じ
る
可
能
性
は
大
き
い
。
本
文
表

記
は
新
点
歌
が
十
七
首
（
仮
名
表
記
と
の
重
出
歌
五
首
、
無
訓
歌
一
首
）
、
純
粋

の
新
点
歌
は
九
首
（
仮
名
表
記
と
の
重
出
歌
二
首
）
で
、
『
名
寄
』
長
歌
の
新
点

歌
は
三
十
二
首
、
純
粋
の
新
点
歌
は
十
四
首
で
あ
る
。
短
歌
に
つ
い
て
詳
細
に
調

査
し
て
い
な
い
が
、
『
名
寄
』
所
収
萬
葉
歌
に
よ
り
、
仙
覚
と
関
わ
り
な
く
付
訓

さ
れ
た
新
点
数
は
増
え
る
で
あ
ろ
う
⒀

。

（
2
）　

改
訓
歌
に
つ
い
て

仮
名
表
記
長
歌
の
う
ち
西
本
願
寺
本
に
「
青
・
モ
ト
青
・
モ
ト
青
カ
」
（
『
校
本

萬
葉
集
』
）
と
記
さ
れ
た
歌
句
を
持
つ
歌
は
、
二
十
八
首
六
十
二
歌
句
（
重
複
歌

の
歌
句
を
含
む
）
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
、
西
本
願
寺
本
と
一
致
す
る
も
の
（
改
訓

と
一
致
す
る
も
の
）
二
十
三
、
一
致
し
な
い
も
の
三
十
三
、
ど
ち
ら
と
も
判
断
で

き
な
い
も
の
（
そ
の
歌
句
の
み
本
文
表
記
無
訓
の
た
め
）
六
で
あ
る
。
こ
の
う
ち

改
訓
が
一
箇
所
の
み
で
一
致
す
る
歌
が
一
首
あ
る
（
改
訓
が
複
数
個
所
あ
っ
て
全

て
一
致
す
る
歌
は
な
い
）
。
こ
の
改
訓
が
一
致
す
る
歌
が
仙
覚
校
訂
本
に
依
拠
し

た
の
か
確
か
め
て
み
た
い
。

六
・
9
3
3　

細
川
本　

三
十
四
・
五
二
二
九　

淡
路
国　

野
嶋

　

細　

�

み
ち
つ
く
に
ひ
ゝ
の
み
わ
き
と
あ
わ
ち
し
ま
の
し
ま
の
あ
ま
の
あ
わ
ひ

か
ゐ 

本
ま
ゝ

　

西　

�

御ミ

ケ

ツ

ク

ニ

食
都
国　

日ヒ

ヒ

ノ

ミ

ツ

キ

ト

之
御
調
等　

淡ア

ハ

チ

ノ

路
乃　

野ノ

シ

マ

ノ

ア

マ

ノ

嶋
之
海
子
乃　

海
ワ
タ
ノ
ソ
コ底　

奥オ

キ

ツ

イ

ク

リ

ニ

津
伊
久
利
二　

鰒
ア
ハ
ヒ
タ
マ珠

改
訓
箇
所
は
「
御ミ

ツ

キ

ト

調
等
」
の
「
ト
」
で
あ
る
が
、
元
紀
京
赭

廣
「
ラ
」
、
細
「
ヲ
」

で
あ
る
。
『
名
寄
』
は
こ
こ
だ
け
は
改
訓
と
一
致
す
る
が
、
他
の
歌
句
は
大
き
く

乖
離
す
る
。
「
あ
わ
ち
し
ま
」
は
萬
葉
集
古
写
本
は
「
ア
ハ
ミ
チ
ノ
・
ア
フ
ミ
チ

ノ
」
で
『
名
寄
』
と
一
致
す
る
も
の
は
な
い
。
「
の
し
ま
の
あ
ま
の
」
の
後
の
二
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句
「
海

ワ
タ
ノ
ソ
コ

底　

奥オ

キ

ツ

イ

ク

リ

ニ

津
伊
久
利
二
」
を
省
略
し
「
鰒

ア
ハ
ヒ
タ
マ

珠
」
に
続
く
が
「
あ
わ
ひ
か
ゐ
」

と
あ
る
。
細
川
本
と
同
系
統
と
思
わ
れ
る
高
松
宮
本
は
「
ア
ハ
ヒ
タ
マ
」
と
な
っ

て
い
る
が
、
他
の
歌
句
は
細
川
本
と
一
致
す
る
。
細
川
本
も
「
あ
わ
ひ
か
ゐ
」
に

不
審
を
抱
き
、
そ
の
疑
問
を
「
本
ま
ゝ
」
と
記
す
こ
と
で
表
し
た
。
こ
れ
ら
の
異

同
を
み
る
と
「
ト
」
が
改
訓
と
一
致
し
て
い
る
こ
と
を
も
っ
て
、
『
名
寄
』
が
仙

覚
校
訂
本
に
依
拠
し
た
と
は
到
底
思
わ
れ
な
い
。
「
み
ち
つ
く
に
」
は
高
松
宮
本

も
同
じ
で
あ
る
が
、
恐
ら
く
「
ミ
ケ
ツ
ク
ニ
」
の
「
ケ
」
を
「
チ
」
と
見
誤
り
、「
ケ

→
チ
→
ち
」
と
い
う
過
程
で
誤
認
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
も
『
名
寄
』

が
依
拠
し
た
萬
葉
集
古
写
本
が
片
仮
名
訓
本
で
あ
っ
た
こ
と
を
推
測
さ
せ
る
。
も

う
一
首
『
名
寄
』
が
仙
覚
校
訂
本
に
依
拠
し
て
い
な
い
と
思
わ
れ
る
例
を
挙
げ
よ

う
。六

・�

9
4
2　

細
川
本　

①
三
十
一
・
四
七
六
一　

播
磨
国　

青
山　

②

三
十
四
・
五
二
二
八　

播
磨
国　

野
嶋　

③
三
十
一
・
四
六
〇
〇　

播
磨
国　

辛
荷
嶋

①�

か
ら
本に

の
し
ま
もの

よし

ま

りゝ
我
や
と
を
み
れ
は
あ
を
山
の
そ
こ
と
も
み
え
す
白
雲

　

の
（
見
せ
消
ち　

傍
訓
と
も
朱　

「
白
雲
の
」
朱
）

②�

さ
く
ら
貝
ま
き
た
る
舟
に
ま
か
ち
ぬ
き
我
漕
く
れ
は
淡
路
嶋
野
嶋
も
過
て
い

な
み
つ
ま
か
ら
か
の
し
ま
の
し
ま
か
く
れ

　
　
　

纒　

③�

桜
皮

作ツ
ク
レ
ル
フ
ネ
ニ

流
舟
二
真マ

カ
チ
ヌ
キ

梶
貫
ワ吾

榜

来

者

カ
コ
キ
ク
レ
ハ
淡ア

ハ
ミ
チ
ノ

路
乃
野ノ

シ

マ

モ

ス

キ

嶋
毛
過
伊イ

ナ

ミ

ツ

マ

奈
美
嬬

　

�

辛カ
ラ

荷ニ

乃ノ

嶋シ
マ

之ノ

嶋シ
マ

際マ

ヨ
従

リ
（
傍
訓
朱
、
傍
書
「
吾
榜
来
者
」
及
び
「
淡
」
の
左
の
「
ア
ハ
」

墨
。
「
嬬
」
は
「
嶋
」
を
塗
り
消
し
て
書
く
。
「
従
」
朱
）

西　

�

桜カ

ニ

ハ

マ

キ

皮
纒　

作ツ
ク
レ
ル
フ
ネ
ニ

流
舟
二　

真マ

カ

チ

ヌ

キ

梶
貫　

吾ワ
カ
コ
キ
ク
レ
ハ

榜
来
者　

淡ア

ハ

ミ

チ

ノ

路
乃　

野ノ
シ
マ
モ
ス
キ
ヌ

嶋
毛
過　

=

=

=

伊イ

ナ

ミ

ツ

マ

奈
美
嬬　

辛カ
ラ

荷ニ

乃ノ
 
シ
マ
 
ノ

嶋
之　

嶋シ
マ
マ
ヨ
リ

際
従　

吾ワ

カ

ヤ

ト

ヲ

ミ

レ

ハ

宅
乎
見
者　

青ア
ヲ
ヤ
マ
ノ

山
乃　

　
　

曽ソ

コ

ト

モ

ミ

ヘ

ス

許
十
方
不
見　

白シ
ラ
ク
モ
モ

雲
毛

当
該
歌
は
『
名
寄
』
に
三
度
所
収
さ
れ
、
仮
名
表
記
二
度
、
本
文
表
記
一
度
で

あ
る
。
西
本
願
寺
本
と
の
主
な
異
同
は
二
箇
所
①
の
「
か
ら
本に

の
し
ま
もの

」と
②
「
さ

く
ら
貝
ま
き
た
る
」で
あ
る
。
①
は
元
紀
で
「
カ
ラ
カ
ノ
シ
マ
」と
あ
る
が
、『
名
寄
』

は
高
松
宮
本
「
カ
ラ
下本

ノ
」
宮
内
庁
本
「
か
ら
下
の
」
と
あ
り
『
名
寄
』
の
依
拠

し
た
万
葉
集
は
「
カ
ラ
モ
ト
ノ
」
も
し
く
は
「
か
ら
か
の
」
と
訓
ま
れ
て
い
た
よ

う
で
あ
る
。
一
方
②
で
は
「
か
ら
か
の
」
と
訓
ま
れ
高
松
宮
本
・
宮
内
庁
本
そ
の

他
の
写
本
の
異
同
も
な
い
。
「
か
ら
も
と
」
・
「
か
ら
か
の
」
と
異
な
る
訓
を
持
つ

二
種
の
萬
葉
集
古
写
本
、
或
い
は
萬
葉
集
以
外
の
歌
集
・
歌
書
か
ら
所
収
し
た
こ

と
に
な
る
。
①
は
後
に
仙
覚
校
訂
本
を
参
照
し
朱
で
異
同
を
記
し
た
の
で
あ
る
。

②
の
「
さ
く
ら
貝
ま
き
た
る
」
は
高
松
宮
本
・
宮
内
庁
本
異
同
な
く
佐
野
本
で
「
さ

く
ら
か
ひハ

イ

」
、
静
嘉
堂
本
で
「
桜
皮ラ

カ
ハと

あ
る
。
元
紀
で
「
サ
ク
ラ
カ
ハ
マ
キ
タ
ル
」

と
訓
ま
れ
て
い
る
が
、
こ
の
「
サ
ク
ラ
カ
ハ
」
の
「
ハ
」
を
仮
名
の
「
い
」
と
見

誤
り
「
貝
」
と
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
『
名
寄
』
の
高
松
宮
本
や
宮
内
庁
本
も
細

川
本
に
同
じ
で
あ
る
か
ら
、
『
名
寄
』
原
撰
本
の
依
拠
し
た
萬
葉
集
古
写
本
が
す

で
に
「
サ
ク
ラ
カ
ヒ
」
と
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
廣
も
「
櫻

サ
ク
ラ

皮
纏マ

キ
ツ
ク
レ
ル

作
流
」
と
で

あ
り
、
西
が
「
桜カ

ニ
ハ
マ
キ

皮
纒
」
で
あ
る
か
ら
、
仙
覚
校
訂
本
の
受
容
は
認
め
ら
れ
な
い

こ
と
に
な
ろ
う
。
細
川
本
は
後
に
仙
覚
本
系
に
よ
り
朱
の
書
入
れ
を
行
っ
た
の
で

あ
る
。
こ
の
歌
は
新
点
で
は
な
い
が
、
『
名
寄
』
以
前
に
引
用
す
る
文
献
は
な
い
。

こ
の
改
訓
歌
に
つ
い
て
の
『
名
寄
』
と
西
本
願
寺
本
の
異
同
を
見
る
と
、
仙
覚

校
訂
本
を
受
容
し
た
と
は
い
え
ず
、
改
訓
と
同
じ
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は

道
筋
は
異
な
る
が
た
ま
た
ま
同
じ
訓
に
到
達
し
た
の
で
あ
り
、
仙
覚
校
訂
本
を
受

容
し
た
結
果
で
は
な
い
。
但
し
細
川
本
の
朱
訓
は
明
ら
か
に
仙
覚
本
系
で
あ
る
し
、

カ

=

=
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他
に
佐
野
本
（
本
文
表
記
・
片
仮
名
傍
訓
）
も
仙
覚
本
系
の
訓
と
一
部
同
じ
で
あ

る
こ
と
は
、
『
名
寄
』
の
伝
来
の
過
程
で
仙
覚
校
訂
本
を
受
容
し
て
い
っ
た
結
果

を
示
す
も
の
で
あ
る
。
仙
覚
校
訂
本
の
受
容
の
度
合
い
は
、
そ
の
写
本
の
書
写
年

代
の
考
察
す
る
に
重
要
な
鍵
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

猶
、
本
文
表
記
の
考
察
で
は
改
訓
歌
に
つ
い
て
は
本
文
・
訓
と
も
紀
州
本
と
の

一
致
が
多
か
っ
た
が
⒁

、
仮
名
表
記
に
関
し
て
は
、
巻
十
ま
で
の
改
訓
は
六
十
二

句
の
う
ち
、
紀
州
本
を
含
む
非
仙
覚
本
系
と
一
致
す
る
歌
句
が
十
四
句
で
あ
り
、

本
文
表
記
に
比
べ
れ
ば
一
致
率
は
低
い
。
本
文
表
記
は
萬
葉
集
古
写
本
に
依
拠
し

書
写
の
過
程
で
の
改
変
や
誤
認
が
少
な
い
が
、
仮
名
表
記
は
萬
葉
集
古
写
本
に
依

拠
し
て
い
た
と
し
て
も
本
文
を
省
き
、
訓
の
み
を
書
写
す
る
上
で
の
改
変
や
誤
認

が
生
じ
や
す
か
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
と
思
わ
れ
る
。

『
名
寄
』
と
非
仙
覚
本
、
仙
覚
本
を
比
校
し
て
み
る
と
、
『
名
寄
』
は
非
仙
覚
本

と
仙
覚
本
と
の
過
渡
期
に
位
置
す
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

　

巻
九
・
1
7
9
2　

細
川
本　

十
・
一
六
〇
〇　

大
和
国　

下
檜
山

　

細　

�

マ
ス
鏡

カ
ヽ
ミ

タ
ゝ
目メ

ニ
ハ
ミ
ス
ハ
下シ

タ

檜ヒ

原ハ
ラ

下シ
タ

遊ユ
ク

水ミ
ツ

ノ
上

ウ
ヘ
ニ

舟フ
ネ

不イ
テ

出ス

吾ワ
カ

念
オ
モ
フ

情
コ
ヽ
ロ

虚ヤ
ス
キ

猶

ソ
ラ
カ
モ

　

西　

�

真マ

ソ

カ

ヽ

ミ

十
鏡　

直タ

ヽ

メ

ニ

ミ

ス

ハ

目
尓
不
視
者　

下シ

タ

ヒ

ヤ

マ

檜
山　

下シ

タ

ユ

ク

ミ

ツ

ノ

逝
水
乃　

上ウ

ヘ

ニ

イ

テ

ス

丹
不
出　

吾ワ
カ
オ
モ
フ
コ
ヽ
ロ

念
情　

安ヤ
ス
キ
ソ
ラ
カ
モ

虚
歟
毛

「
マ
ス
鏡

カ
ヽ
ミ

」
は
「
西
（
ソ
）
モ
ト
青
」
と
あ
り
、
改
訓
に
一
致
し
な
い
が
、「
タ
ゝ

目メ

ニ
ハ
」
は
、
西
「
（
タ
ヽ
）
モ
ト
青
」
元
赭

紀
「
ヒ
タ
メ
ニ
」
京
赭
「
ヒ
タ
」
と
あ
り
、

改
訓
に
一
致
す
る
。
そ
し
て
「
上ウ

ヘ

ニ

イ

テ

ス

丹
不
出
」
（
西
（
ウ
ヘ
ニ
）
モ
ト
青
）
の
「
丹
」

は
元
藍
類
紀
廣
京
赭

「
舟
」
、
西
本
願
寺
本
以
下
仙
覚
本
系
で
「
丹
」
と
あ
り
、

西
本
願
寺
本
に
一
致
し
な
い
。
と
こ
ろ
が
訓
は
、
元
廣
京
赭

「
ノ
ホ
リ
フ
ネ
イ
テ

ス
」
、
紀
「
ノ
ホ
リ
フ
ネ
イ
テ
ヌ
」
藍
類
「
訓
な
し
」
と
非
仙
覚
本
に
は
一
致
せ

ず
、
「
ウ
ヘ
ニ
フ
ネ
イ
テ
ス
」
と
非
仙
覚
本
と
仙
覚
本
と
合
せ
た
か
の
如
き
訓
を

記
す
。
高
松
宮
本
は
、「
上ウ

ヘ
ニ
フ
ネ
イ
テ
ス

丹
不
出
」
で
あ
る
が
、
本
文
の
左
に
「
ノ
ホ
リ
フ
ネ
イ
」

と
注
記
す
る
。
宮
内
庁
本
は
「
上フ

ナ

テ

セ

ス

丹
不
出
」
で
あ
る
。
仙
覚
は
『
萬
葉
集
註
釈
』

に
お
い
て
「
（
上
略
）
イ
カ
テ
カ
ノ
ホ
リ
フ
ネ
ア
ラ
ム
。
又
上
丹
不
出
ト
カ
ケ
リ
。

丹
ノ
字
、
フ
ネ
と
訓
ス
ヘ
カ
ラ
ス
」
と
し
、
旧
訓
を
否
定
し
、
「
丹
」
は
「
フ
ネ
」

と
訓
む
べ
き
で
な
い
と
し
て
い
る
の
は
、
仙
覚
の
披
見
し
た
写
本
は
「
丹
」
で
あ
っ

た
の
で
あ
ろ
う
。
改
訓
に
一
致
し
た
り
し
な
か
っ
た
り
、
旧
訓
と
改
訓
を
合
せ
た

り
と
い
う
こ
の
『
名
寄
』
の
実
態
は
、
非
仙
覚
本
か
ら
仙
覚
本
へ
と
移
っ
て
い
く

過
渡
期
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

こ
れ
に
つ
い
て
は
さ
ら
な
る
詳
細
な
検
討
が
必
要
で
あ
る
が
、
い
ま
は
そ
の
可

能
性
に
つ
い
て
述
べ
る
に
留
め
た
い
。

五　

『
名
寄
』
独
自
訓
と
『
名
寄
』
の
依
拠
し
た
萬
葉
集

次
に
『
名
寄
』
が
依
拠
し
た
萬
葉
集
古
写
本
は
ど
の
よ
う
な
本
で
あ
っ
た
の
か

を
考
え
て
み
た
い
。
こ
れ
ま
で
も
紀
州
本
に
近
い
片
仮
名
傍
訓
本
で
は
な
い
か
と

述
べ
て
き
た
⒂

。
『
名
寄
』
所
収
萬
葉
歌
は
萬
葉
集
を
中
心
と
し
、
萬
葉
歌
を
所

収
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
歌
書
・
歌
集
か
ら
所
収
し
た
も
の
も
、
集
付
に
は
記
さ
れ
な

い
が
混
在
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
。
第
二
章
で
述
べ
た
が
、
『
名
寄
』
が
依
拠
し
た

萬
葉
集
以
外
の
歌
集
・
歌
書
は
、
集
付
に
記
さ
れ
て
い
る
も
の
も
あ
る
（
短
歌
に

限
る
が
）
。
そ
れ
を
見
る
と
依
拠
し
た
資
料
は
そ
れ
ほ
ど
多
く
な
い
。
細
川
本
所

収
萬
葉
歌
一
一
七
二
首
の
う
ち
集
付
の
あ
る
歌
は
七
五
二
首
で
、
萬
葉
集
以
外
で

は
「
拾
遺
集
・
新
古
今
集
・
新
勅
撰
集
・
続
後
撰
集
・
続
古
今
集
」
な
ど
勅
撰
集

が
多
く
、
そ
れ
以
外
で
は
『
古
今
和
歌
六
帖
』
と
『
懐
中
抄
』
で
あ
る
。
長
歌
に

は
萬
葉
集
以
外
の
集
付
を
持
つ
歌
は
な
か
っ
た
の
で
、
こ
れ
ら
は
全
て
長
歌
以
外

の
も
の
で
あ
る
。
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四
・
5
0
9　

細
川
本　

三
十
四
・
五
二
六
四　

阿
波
国　

阿
波
嶋　

　

細　
�

さ
ゝ
め
か
る
ひ
な
の
く
ま
つ
に
た
ゝ
む
き
に
あ
わ
ち
を
す
き
て
あ
わ
し

ま
を
そ
か
い
に
み
つ
　ゝ

（
高
松
宮
本
・
宮
内
庁
本
さ
ゝ
め
か
る　

静

嘉
堂
本
左サ

ヽ

メ

カ

ル

佐
目
我
留
）

当
該
歌
は
、
本
文
表
記
と
し
て
も
所
収
さ
れ
（
細
川
本
巻
八
・
一
三
二
一　

大

和
国　

葛
城
山
）
、
「
佐サ

ヽ

メ

カ

ル

々
目
漢
留
」
（
宮
内
庁
本
「
佐サ

サ

メ

カ

ル

佐
目
漢
留
」
他
異
同
な
し
）

と
あ
り
、
既
に
述
べ
た
こ
と
が
あ
る
が
⒃

、
『
名
寄
』
独
自
本
文
・
訓
で
あ
る
。

仮
名
表
記
に
お
い
て
も
『
名
寄
』
写
本
は
全
て
「
さ
ゝ
め
か
る
」
で
異
同
は
な
く
、

本
文
表
記
と
同
じ
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
当
該
歌
を
所
収
す
る
に
依
拠
し
た
文

献
は
本
文
表
記
も
仮
名
表
記
も
同
じ
で
あ
っ
た
こ
と
を
表
し
て
い
る
と
考
え
て
よ

い
の
で
は
な
い
か
。
元
金
廣
細
無
で
は
本
文
が
「
左
佐
我
留
」
、
訓
は
元
右
赭

・
廣

で
「
サ
サ
カ
ル
ノ
」（
金
細
訓
な
し
）
で
、『
名
寄
』
と
類
似
す
る
が
同
じ
で
は
な
い
。

こ
の
特
異
な
本
文
・
訓
を
持
つ
同
一
の
文
献
に
依
拠
し
、
一
つ
は
本
文
・
訓
と
も

に
所
収
し
、
一
つ
は
訓
の
み
を
所
収
し
た
。
「
く
ま
つ
」
は
「
国ク

ニ

ヘ辺
」
か
ら
、「
ニ
ヘ
」 

を
「
マ
ツ
」
と
見
誤
り
「
ま
つ
」
と
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
依
拠
し
た
文
献

は
、
現
存
萬
葉
集
古
写
本
と
は
異
な
る
片
仮
名
傍
訓
本
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。

六　

終
わ
り
に　

本
稿
で
の
『
名
寄
』
所
収
萬
葉
集
長
歌
の
仮
名
表
記
の
考
察
の
結
果
は
、
本
文

表
記
の
考
察
の
結
果
を
否
定
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
仮
名
表
記
も
萬
葉
集
古

写
本
に
依
拠
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
以
外
の
歌
集
・
歌
書
に
依
拠
す
る
可
能
性

は
極
め
て
低
い
。
そ
れ
は
非
仙
覚
本
系
の
片
仮
名
傍
訓
で
あ
り
（
一
部
に
片
仮
名

別
提
訓
の
歌
を
含
む
）
、
片
仮
名
の
誤
認
と
推
定
さ
れ
る
誤
り
が
存
す
る
こ
と
か

ら
、
訓
の
み
平
仮
名
に
替
え
て
書
写
し
た
と
思
し
い
。
紀
州
本
や
廣
瀬
本
・
細
井

本
に
近
い
と
思
わ
れ
る
が
、
か
な
り
の
異
同
も
存
在
し
、
現
存
萬
葉
集
古
写
本
や

萬
葉
歌
を
所
収
す
る
ど
の
歌
集
・
歌
書
に
も
見
ら
れ
な
い
特
異
な
本
文
・
訓
が
見

ら
れ
た
。
何
よ
り
新
点
と
異
な
る
新
点
歌
の
訓
を
多
く
持
つ
こ
と
が
、
現
存
非
仙

覚
本
と
異
な
る
特
質
を
表
し
て
い
る
。
仙
覚
の
披
見
し
な
か
っ
た
萬
葉
集
古
写
本

に
お
い
て
、
新
点
と
さ
れ
た
歌
が
、
加
点
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
、
既
に
多
く
の
先

学
に
よ
り
明
ら
か
に
さ
れ
た
が
、
『
名
寄
』
に
よ
り
さ
ら
に
そ
の
数
が
増
え
る
で

あ
ろ
う
。
改
訓
に
つ
い
て
も
一
致
す
る
訓
と
一
致
し
な
い
訓
が
混
在
し
て
い
る
が
、

そ
れ
は
非
仙
覚
本
か
ら
仙
覚
本
へ
と
移
っ
て
い
く
過
渡
期
に
生
ま
れ
た
萬
葉
集
古

写
本
に
依
拠
す
る
故
で
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

『
名
寄
』
の
成
立
年
代
は
一
二
八
〇
年
代
の
終
わ
り
で
あ
る
と
、
稿
者
は
こ
れ

ま
で
も
述
べ
て
き
た
。
澄
月
が
『
名
寄
』
を
編
纂
し
た
時
は
、
未
だ
仙
覚
校
訂
本

が
流
布
し
て
い
な
い
。
『
名
寄
』
に
所
収
さ
れ
た
千
首
以
上
の
萬
葉
歌
は
仙
覚
以

前
の
、
仙
覚
の
披
見
し
な
い
萬
葉
集
古
写
本
を
伝
え
て
い
る
で
あ
ろ
う
し
、
ま
た

仙
覚
と
は
無
関
係
に
加
点
さ
れ
た
歌
を
伝
え
て
も
い
る
。
非
仙
覚
本
が
仙
覚
本
に

圧
倒
さ
れ
て
い
く
ま
で
の
萬
葉
歌
に
取
り
組
む
苦
悩
が
残
さ
れ
て
い
る
の
で
あ

る
。
そ
れ
は
『
名
寄
』
所
収
萬
葉
歌
の
多
く
を
占
め
る
短
歌
の
考
察
に
よ
り
、
さ

ら
に
明
ら
か
に
な
る
と
思
わ
れ
る
が
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

[

注]勅
撰
集
以
下
の
歌
集
は
『
新
編
国
歌
大
観
』
（
D
V
D
・
R
O
M

版　

角
川
学

芸
出
版
）
、
歌
集
・
歌
書
は
『
日
本
歌
学
大
系
』
（
風
間
書
房
）
、
『
和
歌
文
学
大
辞 

典
』
（
古
典
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
）
、
萬
葉
集
古
写
本
は
『
校
本
萬
葉
集
』
（
略
号
も
。

但
し
神
田
本
・
神
は
紀
州
本
・
紀
と
す
る
。
）
に
拠
る
。
『
名
寄
』
の
写
本
・
略
号

に
つ
い
て
は
『
『
歌
枕
名
寄
』
伝
本
の
研
究
』
（
和
泉
書
院
二
〇
一
三
年
二
月
）
に

拠
る
。
『
名
寄
』
細
川
本
の
略
号
は
、
萬
葉
集
古
写
本
の
細
井
本
と
区
別
す
る
た
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め
細
を
用
い
る
。

⑴�　

拙
稿
「
中
世
名
所
歌
集
に
み
る
『
萬
葉
集
』
長
歌
の
享
受
と
特
質
―
細
川
本
『
歌

枕
名
寄
』
を
中
心
と
し
て
―
」『
上
代
文
学
』
1
1
7
号　

二
〇
一
六
年
十
一
月

⑵�　

同
一
の
歌
で
あ
っ
て
も
、
重
複
し
て
所
収
さ
れ
、
集
付
・
作
者
名
が
異
な
る

歌
が
あ
る
の
で
、
延
べ
数
を
用
い
る
。

⑶�　

『
西
本
願
寺
本
萬
葉
集　

普
及
版
』
（
巻
一
〜
二
十　

お
う
ふ
う　

一
九
九
三

年
九
月
〜
一
九
九
六
年
五
月
）
に
拠
る
。

⑷�　

題
詞
・
左
注
に
作
者
名
が
記
さ
れ
て
い
る
も
の
も
含
め
る
。

⑸�　

混
在
表
記
の
長
歌
は
六
首
、
そ
の
う
ち
萬
葉
集
に
作
者
が
明
記
さ
れ
て
い
る

も
の
六
首
（
人
麻
呂
二
、
赤
人
一
、
虫
麻
呂
一
、
家
持
一
、
田
邊
福
麿
歌
集
出
一
）
、

『
名
寄
』
に
作
者
名
が
明
記
さ
れ
て
い
る
も
の
は
二
首
（
人
丸
・
家
持
）
で
あ
る
。

⑹�　

細
川
本
で
は
2
2
1
の
後
に
、
拾
遺
集
よ
り
詞
書
と
と
も
に
2
2
2
を
引
用

し
五
二
八
九
と
す
る
（
他
写
本
も
同
じ
）
、
2
2
2
に
は
地
名
が
詠
ま
れ
て
い

な
い
の
で
、
編
者
が
後
か
ら
付
け
加
え
た
か
、
書
写
の
過
程
で
書
き
加
え
ら
れ

た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

⑺�　

『
古
今
和
歌
六
帖
』
で
は
作
者
を
「
人
ま
ろ
」
と
し
「
百
敷
の
大
宮
人
は

あ
め
つ
ち
と
月
日
と
と
も
に
よ
ろ
つ
よ
に
か
も
」
（
二
・
一
二
五
二
）
と
短
歌

に
改
作
、
『
類
聚
古
集
』
の
付
訓
箇
所
は
第
三
十
七
句
「
天
地
與ト

日
月ト

共
」

（
十
七
・
3
6
9
5
）
で
、
共
に
『
名
寄
』
の
引
用
箇
所
と
は
一
致
し
な
い
。

上
田
氏
も
当
該
歌
が
仙
覚
以
前
に
訓
ま
れ
た
こ
と
を
認
め
、
「
純
粋
の
新
点
歌
」

に
加
え
て
い
な
い
。

⑻�　

『
仙
覚
全
集
』
（
『
萬
葉
集
叢
書
第
八
輯
』
古
今
書
院　

一
九
二
六
年
二
月

⑼�　

『
古
今
和
歌
六
帖
』
で
は
所
収
長
歌
十
首
の
う
ち
六
首
が
短
歌
に
改
作
さ
れ

て
い
る
。

⑽�　

拙
稿
「
細
川
本
所
収
萬
葉
歌
―
朱
の
書
入
れ
を
め
ぐ
っ
て
―
」『
『
歌
枕
名
寄
』

伝
本
の
研
究
』
（
既
掲
）
第
三
部
第
二
章

⑾�　

『
和
歌
初
学
抄
』
「
萬
葉
集
所
名
」
の
「
江
」
の
項
に
「
な
ご
江
」
、
『
八
雲
御

抄
』
第
五
名
所
部
「
江
」
の
項
に
「
な越

中

ご
の　

万　

み
な
と
也　

金
葉　

法
性

寺
な
こ
し
と
有
」
と
あ
る
。
猶
万
葉
集
で
は
地
名
「
な
ご
え
」
は
四
一
一
六
首

の
み
で
あ
る
。

⑿　

⑽
既
掲
拙
稿
。

⒀�　

新
谷
秀
夫
氏
は
「
「
新
点
」
と
さ
れ
た
歌
・
一
覧
」（
「
新
点
」
と
さ
れ
た
歌
―
『
萬

葉
集
』
伝
来
を
め
ぐ
る
憶
見
・
補
説
―
」
『
高
岡
市
万
葉
歴
史
館
紀
要
」
第

十
六
号　

二
〇
〇
六
年
三
月
）
に
お
い
て
、
萬
葉
集
古
写
本
お
よ
び
仙
覚
以
前

の
他
出
状
況
（
萬
葉
集
以
外
の
文
献
の
所
収
状
況
）
を
調
査
さ
れ
た
が
、
そ
れ

に
よ
る
と
い
ず
れ
に
も
所
収
さ
れ
て
い
な
い
萬
葉
歌
は
長
短
歌
併
せ
て
二
十
九

首
で
あ
る
。
『
名
寄
』
は
仙
覚
以
後
で
あ
る
か
ら
、
新
谷
氏
の
調
査
に
は
入
っ

て
い
な
い
。

⒁�　

⑴
既
掲
論
文
に
お
い
て
「
改
訓
歌
句
三
十
七
の
う
ち
、
紀
州
本
を
含
む
仙
覚

本
系
と
同
訓
十
七
例
、
紀
州
本
を
含
ま
な
い
非
仙
覚
本
系
と
同
訓
七
例
、
何
れ

に
も
一
致
し
な
い
例
四
例
、
改
訓
と
一
致
九
例
」
と
し
た
。

⒂�　

⑴
既
掲
拙
稿
参
照
。

⒃�　

⑴
既
掲
拙
稿
参
照
。

〈
附
記
〉
本
稿
は
国
文
学
研
究
資
料
館
共
同
研
究
「
万
葉
集
諸
本
の
書
写
形
態

の
総
合
的
研
究
」
（
代
表
・
田
中
大
士
）
に
よ
る
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
席
上
で

御
教
示
を
賜
り
ま
し
た
田
中
大
士
先
生
を
は
じ
め
と
す
る
諸
先
生
方
に
記
し
て
深

謝
申
し
上
げ
る
。
な
お
本
稿
は
日
本
学
術
振
興
会
科
学
研
究
費
補
助
金
（
基
盤
研

究

C
（2

6
3
7
0
2
0
5

）
）
に
基
づ
く
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
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表Ⅱ　新点歌異同表　

① ② ③ ④ ⑤細川本歌句 ⑥新点歌句 (西本願寺本 ) ⑦ ⑧ ⑨

1 34 5260 3 388 やけすとも 開去歳（アケヌトシ）

2 34 5260 3 388 たちさわくらし 立動良之（タチサハクラシ）

3 35 5374 6 963 なにのみは 名耳乎（ナニノミヲ）

4 35 5374 6 963 なこ山とおもひて 名兒山跡負而（ナコヤマトオヒテ）

5 35 5374 6 963 われこそは 吾戀之（ワカコヒノ）

6 35 5374 6 963 なくさまなくに 奈具作米七國（ナクサメナクニ）

7 18 2639 13 3234 いそせの原に 五十師乃原尓 (イソシノハラニ )

8 1 39 13 3236 山しろの 山科之（ヤマシナノ） ★２

9 1 39 13 3236 われはこえゆく 吾者越徃（ワレハコエユカム）

10 1 39 13 3236 あふさかの
イ無

やまを 相坂山遠（アフサカヤマヲ）

11 38 5857 13 3247 ぬま川の 沼名河之（ヌナカハノ） ○

12 13 1916 13 3330 わけのほる 引登（ヒキノホル）

13 37 5819 16 3875 ぬるくはいてすは 奴流久波不出（ヌルクハイテス） ○

14 13 1889 16 3886 かたまちをれる 難麻理弖居（カタマリテヲル）

15 13 1889 16 3886 あしやまをは 葦河尓乎（アシカニヲ）

16 3 3957 17 3957 なら山かけて 奈良夜麻須疑氐（ナラヤマスキテ）

17 3 3957 17 3957 こまをとゝめて 馬駐（ウマトヽメ）

18 29 4219 17 3985 秋は野に 安吉乃葉乃（アキノハノ） ✳２ ★１

19 29 4221 17 3991 はふくすの 波布都多能（ハフツタノ） ✳３

20 29 4216 17 3993 かたにあさしほみては
可多尓安佐里之（カタニアサリシ）　

思保美弖婆（シホミテハ）

21 29 4216 17 3993 あまヲ舟 阿麻夫祢尓（アマフネニ） ✳３

22 29 4293 17 4000 ことなへに 等許奈都尓（トコナツニ） ○

23 29 4293 17 4000 於婆勢流 於波勢流（オハセル） ★１

24 29 4295 17 4003 あまそゝく 安麻曽々理（アマソソリ）

25 29 4295 17 4003 きよき淵に 吉欲伎可敷知尓（キヨキカフチニ）

26 29 4295 17 4003 あさみすき 安佐左良受（アササラス）

27 29 4222 17 4006 かきあそふ 可伎加蘇布（カキカソフ） ○

28 29 4222 17 4006 やむさひたてる 可牟佐備弖（カムサヒテ）

29 29 4222 17 4006 たてるつるのき 多氐流都我能奇（タテルトカノキ）

30 29 4222 17 4006 もとしへも 毛等母延毛（モトモエモ）

31 29 4222 17 4006 およ角とき葉に 於夜自得伎波尓（オヤシトキハニ）

32 29 4301 17 4008 異同なし ★１ ○

33 29 4223 17 4011 くもかゝり 久母我久理（クモカクリ）

34 29 4209 18 4101 すゝの山 珠洲乃安麻能（ススノアマノ）

35 29 4209 18 4101 おきつみかへに 於伎都美可未尓（オキツミカミニ）

36 29 4209 18 4101 つ心なくさに 心奈具佐余（コヽロナクサヨ）

37 29 4209 18 4101 なく五月の 伎奈久五月能（キナクサツキノ）

38 29 4217 18 4116 雪かへにまして 雪消溢而（ユキキエミチテ） ✳２ ○

39 29 4217 18 4116 いましにのみ 伊夜末思尓乃未（イヤマシニノミ）

40 29 4217 18 4116 思むすほし 於母比牟須保礼（オモヒムスホレ）

41 20 2969 20 4372 御坂たにいり 美佐可多麻波理（ミサカタマハリ） ○

42 20 2969 20 4372 うへくみす 可閇理美須（カヘリミス）

43 20 2969 20 4372 あれはくへゆく 阿例波久江由久（アレハコエユク）

44 20 2969 20 4372 あられとおもたれ
阿良志乎母（アラシヲモ）多志夜

波婆可流（タシヤハハカル）　

①細川本巻数　②細川本歌番号　③萬葉集巻数　④萬葉集歌番号⑦✳仮名表記の重出歌、数字はその数

⑧★は本文表記として所収されている歌、数字はその数　⑩○は純粋の新点歌

※仮名遣いの違いは取り上げない。




